
　　　　　トルコ航空往復直行便　国内線２回利用

　　　　きらめきのトルコ　ハイライト周遊８日間

　　　　　　　　　　　　　２０１３年6月２３日（日）～30日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　・添乗員:柴田千鶴（しばたちづる）

このたびは､クラブツーリズムの旅にご参加いただき､ありがとうございます。
今回同行いたします添乗員の柴田千鶴と申します｡どうぞ､よろしくお願いしますj、

①手荷物安全検査（お手元に搭乗券をご用意ください）

②税関…新品のブランド品、100万円以上の現金をお持ちの方のみ申告して下さい。

③出国審査…搭乗券、パスポートの２点をご提示ください。

④免税店…帰国した際にはご利用いただけません

　　　★出国審査後、液体物を買って、機内に持ち込み可能です。

⑤表示にしたがって、搭乗ゲートまでお進みください。（ゲートは変更になることがあります）

搭乗アナウンスがありましたら、添乗員を待たずに機内へお進み下さい。

硝鎖断面鶯贈

　　　　　　　　　　　　　　　－　　　－

本日、皆さまの搭乗する飛行機は

●トルコ航空　TK5 1便　　●搭乗□…３４番ゲート

●搭乗開始時刻…１１時１５分

　※この時間までに必ず搭乗ゲートにお越しください

　※搭乗ゲートと、搭乗開始時間は予告なく変更する場合がございます。出国審査後、

　各自モニターでご確認＜ださい。

●飛行予定時間…約１２時間５分

●イスタンブール到着予定時刻…　１８時００分（日本より６時間遅れ）

●添乗員の座席…

●機内食…お食事を２回予定。（離陸約２時間後、着陸約２時間前）　※ドリンクサービスあり。

　

①到着後は、流れにそって飛行機を降りてください。一番最初の広いところで、お待ちしており

　　ますので、添乗員のもとにお集まりください。皆さま揃って入国審査へ進みます。

②ご両替は、イスタンブールの空港にてご案内します。

③ターンテーブルにてお荷物を受け取った後、バスにてホテルヘ直行いたします。

④空港から約３０分のバスのご乗車でホテルに到着します。

｜



2013年６月23日（日）～30日（日）きらめきのトルコ８日

トルコ★虎の巻!
楽しい旅をするために､＼

トルコを知ろう！トルコ

到着までに読んで下さい

ね♪（両面）　　　　　タ
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・正式国名：トルコ共和国

■面　　積：約８１万４７５８Ｋ�（日本の約２ｲ吝強）

・人　　□：約７４７２万４２６９人（２０１１年）

■首　　都：アンカラ（人口４８９万８９３人）

・民族構成：トルコ人、クルド人など。

・宗　　教：イスラーム９９％

●言　　語：トルコ語が公用語。南東部ではクルド語も広く話される。

１時　　差：　－フ時間（サマータイム中は－６時間）

■電　　圧：２２０Ｖ、プラグはＣタイプ（海外対応ではない場合、 変圧器が必要）

■トルコ人とうまく付き合うには

　　　　　　「メルハバ！」

　ツアー中は、多くのトルコ人、たとえばバザー

ルの売り子さん、ホテル・レストランの人とふれ

あうでしょう。そんな時は、トルコ語で「メルハ

バ！（こんにちは）」と声をかけて、交流しましょ

う！また、日本好きが多い国なので、観光地やバ

ザールなどでは、笑顔で日本語で話しかけてくる

でしょう。反面、バザールなどでは、しつこいく

らい押し売りしてきたり、親切かと思ったら突然

態度が変わったりする場合もあります。そんな場

合は毅然とした態度を取ることも必要です。トル

コ人は、全体的に親切で、情が厚く、世話好きで

すが、感傷的で少し感情的になりやすいことも。

でも、陽気な人が多いので、トルコ人と仲良くな

ると旅がとても楽しくなるでしょう！

■実はトルコが発祥地！

　●ヨーグルトの発祥地がどこかご存知

ですか？ブルガリアと勘違いしている方

も多いと思います。実はトルコが発祥の

地なのです。日本ではヨーグルトはデザ

ート感覚ですが、トルコでは食事に欠か

せない調味料(前菜や肉料理のソース等)

として大活躍しています。

　●もうひとつが、オランダが原産地だ

と思われているチューリップ。これも、

トルコのアナトリア地方が原産地です。

ちなみにチューリップはトルコの国花な

んですよ。

倆　　.　　・’
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■スリに注意！

　●トルコは比較的治安のよい国です。人々は親切で

温かくもてなしてくれます。しかし、最近旅行中のト

ラブルとして、スリ被害が多くなっています。とくに

大都市イスタンブールではご注意を｡バザール付近や、

人ごみの多い旧市街の観光地など、あなたのバッグや

ポケットが狙われていることがあります。パスポー

ト・貴重品は肌身離さず管理して下さい。

●チップのこと

　●トルコはチップが物事の潤滑油とな

る国です。皆様が払う必要のあるチップ

は、あらかじめガイド・添乗員からご案

内します。それ以外については、何か特

別なサービスをお願いした場合、１ドル

～数ドル程度渡すのが習慣ですが、心配

な時はガイド＆添乗員に聞いて下さい。



■お買い物時の注意

　●現地でのお買い物の際、自分が買ったもの

はその場でよく確認をしてください。店側にそ

の気はなくても、間違いで梱包してしまったり、

破損品である場合があります。

弊社にお間合せいただいても、

個人的にご購入されたものに

ついて対応できかねます。

ご自分で納得して、楽しい

お買い物をしましょう♪

■バザールでの値切り方のコツ

　●お買い物は旅の楽しみの一つ（ＡＡ）遺跡な

どの観光地やバザールなどで売り子が近寄って

くる場合がありますが、明らかに高い金額を言

われたときは、その金額の1/3～半額ぐらいを

言ってみましょう。売り子が「無理だ」と言う

ので、「じやあ、いらない」と帰るふりをします。

まだ、下げられる場合は彼らは追いかけてきて

　「いくらなら買う？」と言うので、折りあった

金額で買いましょう♪

■水・飲み物

●飲用にはミネラルウォーターを

　お勧めします。レストランでは、

　お水は有料の飲み物としてご注文

　ください。※お茶など持ち込みは

　ご遠慮ください

●シャワー、歯磨きには

　水道水をご利用いただけます。

必
�

■喫煙

●許可されている場所以外での喫煙はご遠慮く

ださい。また、バス内は全面禁煙となっており

ます。レストランでは、お食事中の喫煙はご遠

慮ください。吸わない方へのご配慮をお願いし

ます。

■旅のエチケット　　　　　　　　　　　　　　’･問●’

団体行動ですので、皆様が楽しく、快適に旅行するためにご協力をお願いします。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

⑧

⑨
⑩

パスポート・貴重品管理はしっかりと！

集合時間をお守りください

ツアーの皆さま同士、挨拶を交わしましょう。

他のお客様へのご迷惑になるような行動は避けましょう。

他のお客様が不快に思うようなことを口にするのは避けましょう。

お客さま同士、助け合い、譲り合いの精神で思いやりを持って行動しましょう。

忘れ物がないか、常にチェックしましょう。

忘れ物捜索にかかる経費は、お客様のご負担になります。

観光中、グループを離れる場合、（トイレ、忘れ物をバスに取りに行くなど）は

必ず添乗員に一言お声がけください。

お預けになるお荷物に増減がある場合は、必ず添乗員にお知らせください。

何か、不都合なことがあったら、帰国後ではなくその場で、添乗員にお申し出下さい。

その方が、解決できる場合が多いです。

最後に…古くから多くの民族が駆け抜け、歴史の繰り返しから築き上げられ

た遺跡や文化があるトルコで、習慣や考え方の遺いがあるのは当然のことで

す。何か起こっても、トルコ人は「インシャーラー（神の思召し）」という

考え方です。「郷に入っては郷に従え」の通り、旅行中はトルコマインドに

なりましょう。さあ！楽しいトルコ旅行の始まりです！
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